
（別紙３）

～ 無し

（対象者数） 0 （回答者数） 0

～ R.08年　2月　28日

（対象者数） 6 （回答者数） 6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・計画に沿った教室整備が出来ているかにも目を向けてい

き、全体的に「本人の支援に一番適した人/物/場」と慣れる

ように尽力していく。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・現在の椅子に取り付けるような形の高さ調整器具や、背の

低い机などを受け入れに合わせて購入を検討する。

2

・新規に受け入れる際は、情報が古いものでないか、現在に

合うものかを確認する必要があることを念頭に起き、合わな

いと判断した場合は更新を迅速に行う。

・また、支援道具については他と同様、使っていなくても損

傷がないかの確認は定期的に行う。

3

・未就学の利用者に対しての安全整備が不十分であると感じ

る。

・利用者に中高生が多く、教室整備が中高生が過ごしやすいも

のとなっており、未就学が過ごしにくい環境になっている部分

がある。

・未就学の利用者に対しての支援教材が少しずつ古いものに

なってきている。

・未就学の受け入れが現在なく、更新する必要が無くなってし

まっている。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・発達の状況のみならず、ご本人の状態、保護者様のニーズに

合わせた細かなプログラムの内容/計画の作成が出来る用意が

ある。

・状況の変化や、発達について気付いたこと/段階に合わせ

て、計画を組めるよう機会を設けている。

・職員同士でも利用者に対し、ケース会議などで意見交換を行

うことで多角的な見方が出来るよう工夫している。

○事業所名 ファーストクラス久米田校

○保護者評価実施期間
無し

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間
R.08年　1月　23日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
R.08年　3月　04日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

事業所における自己評価総括表公表


